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科目名 
 

ゼミナールⅡ 

対象学科・学年 
  教育教福4回生  
   
   
  
  

担当者 
 

高村 博正 

授業テーマ 
 3年生のゼミⅠで行った各種の訓練法と討論および調査を出発点として、英語教育の可能性を考えます。または自由研究。 
授業の概要と目標 
 「英語」というキーワードを核として、各自が自由な研究を行います。英語以外のテーマ・ジャンル・視点でももちろん構い

ません。各種の研究方法の紹介や実習は前期に行い、後期は各自が設定した研究目標にむかって実践する方向に進んでください。

イマジネーションをふくらませて、意義のある一年間の教育・研究活動を体験してほしいと思います。各自の卒論テーマをめぐ

って各自が自由にアポを取り、毎週（または適宜）個人研究室において個人指導を受けることになります。 

評価方法 
 毎回の出席と発表状況を評価します。学生←→教師評価も行います。 

テキスト 
 各自の研究目標にあわせて指導します。 

 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
 授業中に印刷物（ハンドアウト）で適宜知らせます。 

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

 １．計画発表とブレイン・ストーム  ゼミとしての一体感、共同作業にふさわしい環境づくりをします。 

 ２．パソコンの使い方       卒論作成に必要なインターネット操作を練習します。 

 ３．卒業生の論文を輪読（１）   過去のゼミ先輩の卒業論文など研究成果を辿ります。 

 ４．卒業生の論文を輪読（２）   過去のゼミ先輩の卒業論文など研究成果を辿ります。 

 ５．討論会（１）          自分の希望する研究対象をクラスで発表します。 

 ６．討論会（２）          自分の希望する研究対象をクラスで発表します。具体的な計画表を提示します。 

 ７．学会参加（１）        大阪大谷大学教育福祉学部主催の学会に参加します。 

 ８．各自の研究テーマ紹介と討論   ゼミ全員が集合して討論する授業はこれで終わります。以後は個人指導。 

 ９．研究テーマ発表と紹介（１）  研究資料収集と実践と個人指導です。 

１０．Ｍｏｏｄｌｅによる実習（１） 時・場所・環境を超えた論文作成支援システムを利用します。添削を中心にします。 

１１．Ｍｏｏｄｌｅによる実習（２） 時・場所・環境を超えた論文作成支援システムを利用します。過去の添削を利用。 

１２．Ｍｏｏｄｌｅによる実習（３） 時・場所・環境を超えた論文作成支援システムを利用します。同時相互評価を利用。 

１３．研究テーマ発表と紹介（２）   研究資料収集と実践と個人指導です。 

１４．研究テーマ発表と紹介（３）    研究資料収集と実践と個人指導です。 

１５．後期ゼミナールの計画発表      後期最後の論文作成と提出に向けての準備計画を公開します。 

１６．研究テーマ発表と紹介（１）   卒論の具体的な計画を発表します。 

１７．学会参加（２）        大阪大谷大学教育福祉学部主催の学会に参加します。 

１８．研究テーマ発表と紹介（２）    担当者に論文テーマを報告します。 

１９．研究テーマ発表と紹介（３）    担当者と論文テーマについて討論します。 

２０．口頭発表と討論（１）          担当者と他のゼミ生に卒論の概略を発表します。以下の４回のみ集まります。 

２１．口頭発表と討論（２）         担当者と他のゼミ生に卒論の概略を発表します。 

２２．口頭発表と討論（３）         担当者と他のゼミ生に卒論の概略を発表します。   

２３．口頭発表と討論（４）          担当者と他のゼミ生に卒論の概略を発表します。 

２４．論文作成支援（１）         論文作成個人指導です。 

２５．論文作成支援（２）      論文作成個人指導です。 

２６．論文作成支援（３）           論文作成個人指導です。 

２７．論文作成支援（４）          論文作成個人指導です。 

２８．論文作成支援（５）           論文作成個人指導です。 

２９．論文作成支援（６）         論文作成個人指導です。 

３０．論文提出           教務課に卒論を提出し、担当者に提出を報告してください。 

 

 


